
■木俣美樹男 〈フィールド・ワークの成果から〉 学術探検の系譜～植物の栽培化過程と伝播

〈冒険学校の成果から〉 環境学習における心の構造と機能の文化的進化

■日比野真士 東京学芸大学探検部員の海外探検とセミナー開催

１部 学術探検と学習・教育をつなぐ

２部 民族植物学的伝統知の継承・保全活動

◆エコミュージアム概念について

■黒澤友彦 エコミュージアム日本村の実践活動

■宮本透 雑穀栽培講習会と雑穀街道の普及

■井村礼恵 東京学芸大学との社会連携協定による地域振興活動

３部 冒険学校、環境学習セミナーなどの実践活動による心の形成
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エコミュージアムの概念

Economuseology; by Cyril Simard (1991)新井重三訳・
新井(1995)実践エコミュージアム入門－21世紀のまちおこしを参考に井村が作成

伝統的博物館

野外博物館（動物園など）

エコミュージアム（Eco Museum）
1960 年代にフランスのジョルジュ・アンリ・リヴェール氏の提唱に
より生まれた活動現地：保存型野外博物館・地域まるごと博物館

アンリ・リヴェール氏 自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



エコミュージアムの概念

■テリトリー(Territory)
境界領域

→行政区によらず、地域特性によって、
テリトリーと定めたエリア。

■サテライト(Satellite)
サテライト・ミュージアム

      衛星博物館
→テリトリーに点在している
当該地域を代表する
地域特性としての遺産。

■コアミュージアム(Core Museum)
中核博物館
→本部的機能の役割。
物的資料の保存や展示を
中心とするものではない。
サテライト間のネットワークなどの
企画や実施。
内外との情報交換や伝達を行う。Economuseology; by Cyril Simard (1991)新井重三訳・

新井(1995)実践エコミュージアム入門－21世紀のまちおこしを参考に井村が作成

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



◆1991年～2000年

『大滝村エコミュージアム構想』（埼玉県秩父市）
こども対象の冒険学校

エコミュージアム構想
自然文化誌研究会のエコミュージアム構想

↓

1990年代に、井村が山梨県小菅村において、

1970年代に木俣や代表中込などが行った学術探検の追跡調査を行う。
（農耕農耕文化基本複合）

小菅村の村民と一緒に、村の宝を見つけていく。
↓ （2001年から3年間井村は小菅村に移住）

◆2004年 自然文化誌研究会事務局を
山梨県小菅村へ移転

◆『エコミュージアム日本村』（山梨県小菅村）
こども対象の冒険学校

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



「生物文化多様性」地域環境の保全と文化の継承は深くかかわっている

この白線は、小菅村から
見える大菩薩峠の稜線

村の方から教えていただいたのは、
単なる知識や情報だけではなく、
地域環境に対する環境観や認識。

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



1980年1月に，ICOM（国際博物館会議）の元会長であるアンリ・リヴェールによって「エコミュージアムの発展的定義」が作成されている。
内容は以下のとおり。

1） エコミュージアムは行政と住民が一緒に構想し、運営していくものであり、
行政は専門家と施設や資金を、住民は知識と能力を提供しあって作り上げていくものである。

2） エコミュージアムは居住する地域の歴史・文化・生活などを理解して住民が自らを認識する場であるとともに、
来訪者に自らが生活する地域を理解してもらうための場でもある。

3） 人間は伝統的社会・産業社会の中でも自然と関わって生活してきており、それを理解する場所がエコミュージアムである。

4） エコミュージアムは先史時代から現在に至るまでの時間の流れの中で人々の生活を捉え、未来を展望していくものである。
しかし、エコミュージアムは未来を決定する機関ではなく情報と批評的分析の役割を果たすところである。

5） エコミュージアムは歩いたり、見学することができる恵まれた空間である。

6） エコミュージアムは外部研究機関と協力しながら地域研究に貢献し、その分野の専門家を育成する「研究所」である。

7） エコミュージアムは自然遺産や文化遺産を保護し、活用を支援する「保存機関」である。

8） エコミュージアムは地域研究や遺産の保護活動に住民の参加を促し、将来、想定される地域の様々な問題に対し理解を深め
るための「学校」である。

（出典「エコミュージアムについて」法政大学教授 馬場憲一）

エコミュージアムの定義

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/014/shiryo/07082703/002.htm

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



民族植物学的伝統知の継承・保全活動

学術探検と環境学習の創造

井村 礼恵 IMURA Hiroe

NPO法人自然文化誌研究会運営委員
元 東京学芸大学現代GP環境学習推進専門研究員
東京学芸大学非常勤講師

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



「生物文化多様性」地域環境の保全と文化の継承は深くかかわっている

この白線は、小菅村から
見える大菩薩峠の稜線

村の方から教えていただいたのは、
単なる知識や情報だけではなく、
地域環境に対する環境観や認識。

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



この取組は「多摩川バイオリージョン」（＝多摩川流域
の生命地域）における環境学習と地域活性化とを結合し
て、持続可能な地域社会づくりに貢献しようとするもの
です。教育者を目指す本学学生の自然や文化に対する探
究能力やコミュニケーション能力を育て、地域でのエコ
ミュージアム活動を展開することで、地域の環境学習活
動や人材育成に貢献することを目的としています。

本取組は平成17年度より文部科学省の「現代的教育ニー
ズ取組支援プログラム」（現代ＧＰ）に選定されていま
す。これは大学から申請のあった教育改革の取組の中か
ら、特に優れたものを選定し支援することにより、高等
教育全体の活性化を図ることを目的にしたものです。本
学では平成17年10月から平成21年3月まで3年半に渡り事
業を実施。

https://www2.u-gakugei.ac.jp/~kannkyou/gp/project/project_top.html
自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



https://www2.u-gakugei.ac.jp/~kannkyou/gp/project/project_top.html

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



2005 → 2006 → 2007 → 2008

https://www2.u-gakugei.ac.jp/~kannkyou/gp/project/project_top.html



ウグイの産卵床づくり

村民を囲んでの座談会

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



民具展示

2006年 東京学芸大学
小菅村と社会連携協定を締結

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



2009年度・2010年度 三菱UFJ環境財団 寄付講座
自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



2009年度・2010年度 三菱UFJ環境財団 寄付講座
自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



「小菅の名人」の巡回展示

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



雑穀展 in東京学芸大学

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



18雑穀展 in小菅の湯

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



学術探検と環境学習の創造

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



＜東京学芸大学・自然文化誌研究会の小菅村での動き＞

• 1974年 雑穀および在来品種調査を開始し、アワ・キビ・ヒ
エ・モロコシ・シコクビエ・ハト

• ムギの種子を保存する。→「木俣
美樹男 東京学芸大学名誉教授」

• 1998年 雑穀および在来品種に関する追跡調査を開始する。
• 2003年 ミレットコンプレックス開始した。
• 2004年 NPO法人自然文化誌研究会の主たる活動拠点を小菅
村に移す。

• 2004年 雑穀栽培講習会を開始した。
• 2005年 “文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プログラム
「持続可能な社会づくりのための
環境学習活動～多摩川バイオリージョンにおけるエコミュー
ジアムの展開～」"

• 2005年 ミューゼス研究会を村民に呼びかけ、組織した。
• 2005年 ヒエ焼酎の試作
• 2005年 小菅の湯レストランにて雑穀メニューの提供を開始
するため、総支配人、

•
調理長はじめ職員に対し、研修を実施した。

• 2005年 雑穀クッキー試作後、商品化

• 2006年 第１回 多摩川流域エコミュージアム・ネットワーク・シンポジ
ウム

• 2006年 エコミュージアム日本村／植物と人々の博物館づくりの構想
• 2006年 植物と人々の博物館準備室を村内（橋立地区）に置く。
• 2006年 小菅村中央公民館にて植物と人々の博物館の整備を開始する。
• 2007年 第2回 多摩川流域エコミュージアム・ネットワーク・シンポジ
ウム

• 2007年 植物と人々の博物館特別展示「雑穀展」を開催する。
• 2007年 「小菅の名人展」開催
• 2008年 第3回 多摩川流域エコミュージアム・ネットワーク・シンポジ
ウム

• 2009年 植物と人々の博物館特別展示「インドの雑穀と生活文化」「山村
をささえた養蚕」などを
開催する。

• 2009年 雑穀発泡酒 Sobibo・ピーボの完成
• 2009年 エコミュージアム研究会第15回全国大会を小菅村にて開催する。
• 2012年 雑穀研究会シンポジウムを開催（9/1-3）

この他、学生が学外実習の実施や、卒業論文・修士論文の調査で訪れている。

自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21



学術探検と環境学習の創造 自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21

伝統知から学ぶ



学術探検と環境学習の創造 自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）
創立50周年記念座談会 2025/06/21

豊かな環境認識
豊かに暮らす
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「鉄砲ぶち」は「森の番人」： 山の生態を知り尽くしている
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